
令和７年度 学力向上を図るための全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善にむけた視点 

指導内容・方法などの工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 

・体験的な学習活動や問題解決的な活

動を重視し、学習への意欲や関心を

高め、自ら考え、調べ、表現する力

の育成を図るとともに言語活動の充

実を図る。 

・交流など、児童相互の学び合いの場

面を設定し、図や言葉で自分の考え

を表現、説明させて、よりよい考え

に気付かせる。 

・一部教科担任制により教材研究を深

め、効率のよい指導を目指す。 

・単元末のワークテストを「教員の指

導の成果」と捉え、60 点以下の児童

に補習を行い、80 点を目指して再チ

ャレンジさせる。 

・授業や単元ごとに身に付いた力につ

いて振り返りを書いたり、家庭学習

で日記・作文に取り組んだりするこ

とを通して、書く力の育成を図る。 

・ＴＴや少人数指導、教員の特性を

生かした交換授業等を行い、こど

も一人一人の能力や個性に応じ

た指導に努め、基礎基本の定着を

図る。 

・問題解決のプロセスを重視し、一

人一人の自力解決や児童相互の

交流を通し、思考力・判断力・表

現力を育てる。 

・学習効果測定や都の学力向上調査

の検証を行い、授業改善推進プラ

ンを生かした実践を行う。 

 

・校内研究を通して、児童の自己肯定

感や自己有用感を育む。学級や学校

内で自分の役割を意識させた活動を

意図的・計画的に行う。（係活動・話

合い活動・委員会活動・縦割り活動

など） 

・教員のＩＣＴ活用能力の向上を目指

して、年に 3 回の校内研修と校内Ｏ

ＪＴ研修の充実を図る。 

・特別支援教育の教員によるＯＪＴ研

修の充実。配慮を必要とする児童へ

の指導方法や対応方法を、通常の学

級のユニバーサルデザインの授業に

生かしていく。 

・２学期以降の指導をさらに充実させ

るため、夏季休業期間にＯＪＴ研修

を行う。 

・指導展開に応じた評価場面

を設定する。 

・具体的評価目標の設定 

・学校公開のアンケートの記

述式部分を反省し、検討し

た結果を職員会議で共有

し、反省をもとに授業改善

していく。 

・区などの学力調査結果を学

校運営協議会に報告し、

学力向上のための意見を

求めて、改善策を講じ、

保護者に知らせる。 

・地域学校協働本部「スクールサポー

ト おなづか」を立ち上げ、地域の

方の協力を得て活動を進めている。 

（①バイオリン教室 ②夏わくイベン

ト ③子ども見守り隊 ④お話の会

など） 

・「返事・挨拶・後始末」、「早寝、早起

き、朝ごはん」、「家庭学習定着週間」

を設け、全教職員で取り組む。 

・民生児童委員会の方との情報交換会

を設け、地域と連携し、児童の健全

育成を図る。 

・子ども家庭支援センターとのケース

会議の充実を図る。 

・ＰＴＡ主催の行事を夏季休業期間に

行い、地域や家庭とのつながりを深

めていく。 

・年２回（夏・冬）の個人面談を行い、

児童の状況を保護者と共有する。 

学校教育目標 

○ よく考える子 

○ 思いやりのある子 

○ 明るくじょうぶな子 

総合的な学習の時間 

指導の重点 

・地域環境を生かした 

教育活動 

・地域福祉活動推進 

・ＩＣＴを活用した教育 

・地域人材を活用する。 

各教科の指導の重点  
・基礎基本を徹底する。 

・思考力、判断力を鍛え、豊かな

表現力を身に付けさせる。 

・一部教科担任制 

・児童主体の学び→授業の中で交

流の場を意図的に設ける。 

・授業内の振り返りや日記・作文

指導を通して書く力を向上さ

せる。 

道徳教育の指導の重点 

豊かな心の育成 

・自分理解を深め、自己有

用感を培う。 

・自他の尊重 

・規範意識の向上 

・思いやりと協力する態度 

・地域に貢献する意欲と態

度の育成 

 

特別活動の指導の重点 

・児童の主体的な活動を重

視する。 

・多様な集団活動を通し

て、支え合い、高め合う

集団にしていく。 

・認め合い、協力する体験

を通して自己有用感を

育てる。 

・全学年共通の掲示物を活

用し、系統的な指導を行

っている。 

・教員研修会を行い、全教

員が共通理解をもって

学級会の指導を行う。 

進路指導の重点 

・自分の未来に夢をもたせる。 

・学年に応じた望ましい生き方を育む。 

・蓮沼中学校との連携 

・特別支援教室との連携 

生活指導の重点 

・「返事・挨拶、後始末」等

の基本的な生活習慣 

・集団の中でのルールの共

通理解と実践の徹底 

・命、友達を大切にする。 

・規範意識を育てる。 

○ 学校地域の実態：古くからの商店街、住宅地 

今年度、学校創立89周年 

○ 地域・保護者の期待や願い：安全・安心な学校：基礎学

力の定着と心身の健全な育成 

○ 期待される児童像：基礎学力を身に付け、思いやりのあ

る児童                                                         

おなづか小学校が目指す学校像 

・「明日も行こう」と思える楽しい学校「分かった！できた！一緒に頑張れた！」 

   ＜授業が楽しい＞分かる授業・学習意欲がわく工夫された授業 

   ＜運動が楽しい＞「できた！」の実感がもてる授業・遊びの要素から技能の習得 

   ＜学校での生活が楽しい＞良好な人間関係・やりがいのある活動・認められる自分 

・「チームおなづか」として、全教職員・保護者・地域全体で児童を育成する学校 

 

本校における「確かな学力」 

具体的な取り組み 

・魅力ある授業づくり 

(分かりやすい授業の実践・ＩＣＴの効果的な活用・ユニバーサルデ

ザインの授業の展開) 

・校内研究の充実 

  研究主題 「明日も行こう」と思える楽しい学校づくり ～不登校

未然防止に向け「分かった！できた！一緒に頑張れた！」

を目指した指導を通して～ 

・知識・技能の徹底を図る 

 （反復学習・小テストの活用・朝学習・補習教室） 

・落ち着いた学級づくり 

（学習規律の徹底とお互いを認め合える意識の醸成） 

・「家庭学習定着週間」を学期１回設定し、家庭学習の定着を図る。 

・希望者が朝に参加できる「フリージョイランニング」を実施し、体力

や粘り強さの向上を図る。 

「確かな学力」向上のための方策 

 
〇自ら学ぶ意欲・主体的に対応する態度の育成 

〇基礎的、基本的な知識・技能の定着 

〇めあてに向かって、あきらめず粘り強く取り組む態度の育成 

 

外国語活動の指導の重点 

・１年生から英語に親しむ 

・３年生以上は英語に慣

れ、コミュニケーション

能力を培う。 

大田区立おなづか小学校 

〇日本国憲法 教育基本法、学校教育法等関係法規 

〇東京都教育委員会の教育目標等 

〇大田区長期基本計画 

大田区教育委員会教育目標 

おおた教育ビジョン 



令和７年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・低学年…筆順や「とめ」「はね」「はらい」「おれ」「まがり」・字のバランスについて丁寧

に指導することで、基本的な漢字を書く力を習得させることができた。音読の時間を確保

し、基本的な文章の内容について読み取らせることができた。 

 ・中学年…基本的な漢字を書く力を習得させることができた。物語文や説明文について、文

章全体の組み立てを捉えさせることで、基本的な文章理解につなげることができた。 

 ・高学年…基本的な漢字を書く力を習得させることができた。物語文や説明文について、展

開や構成を捉えさせることで、基本的な文章理解につなげることができた。 

（２）課題 

・低学年…書くことに課題がある。各教科学習の振り返りなどにおいて、日頃から簡単な文

章を読んだり書いたりする経験を積み重ねさせたい。 

・中学年…書くことに課題がある。各教科学習の振り返りなどにおいて、日頃から文章を読

んだり書いたりする経験を積み重ねさせたい。 

・高学年…言葉の特徴や使い方に関する事項・書くことに課題がある。教科書に出てくる基

本的な言葉の使い方を扱ったり、目的に応じた文章を書かせたりしたい。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

６領域中２領域で目標

値を下回った。 

情報の扱い方に関する

事項・書くことに課題が

ある。 

  

 

第５学年 

６領域中４領域で目標

値を下回った。 

言葉の特徴や使い方に

関する事項・情報の扱い

方に関する事項・我が国

の言語文化に関する事

項・書くことに課題があ

る。 

６領域中４領域で目標

値を下回った。 

漢字の読み・物語や説明

文の内容読み取り・スピ

ーチ、文章を書くことに

課題がある。 

 

第６学年 

６領域中２領域で目標

値を下回った。 

言葉の特徴や使い方に

関する事項・書くことに

課題がある。 

６領域中３領域で目標

値を下回った。 

言葉・物語や説明文の内

容読み取り・文章を書く

ことに課題がある。 

全体的に目標値を下回

っている。漢字を書くこ

とや文章を書くことに

ついて課題がある。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基本的なひらがな・漢字は一

定の習得が見られるが、引き

続き繰り返し復習させてい

く必要がある。 

文章を書く力に課題がある。

生活経験と結び付けながら、

書くことに慣れさせる必要

がある。 

 



 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を１ポイント上回っ

ている。言葉の学習にやや課

題がある。 

目標値を3.1ポイント上回っ

ている。物語や説明文の内容

読み取りはそれぞれ 10 ポイ

ントほど上回っているのに

対し、文章を書くことは５ポ

イント下回った。 

 

  

③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５年生：目標値を３ポイント

下回っている。漢字を書く・

言葉の学習・調べたことをも

とに文章を書くことにやや

課題がある。 

６年生：目標値を１ポイント

下回っている。漢字を読む・

言葉の学習に課題がある。 

５年生：目標値を 0.6ポイン

ト上回っている。調べたこと

をもとに文章を書くことは

９ポイント下回った。 

６年生：目標値を 0.9ポイン

ト下回っている。報告する文

章を書くこと・文章を書くこ

とに課題がある。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 漢字について、筆順や「と

め」「はね」「はらい」「お

れ」「まがり」・字のバラ

ンスについて指導する。 

・ 音読や読書の時間を十分

に確保することで、言葉

や文章に触れる機会を増

やし、正しい言葉の使い

方を身に付けさせる。 

・ 視写などを通して漢字を

含む文章を書くことに慣

れさせる。 

・ 動作化をさせるなどし

て、言葉や文章の意味を

体験的に捉えられるよう

にする。 

・ 事柄の順序を押さえなが

ら、文章を正しく読み取

ることができるようにす

る。 

・ 学習の振り返りなど、簡

単な文章を書くことに取

り組ませ、自分の考えや

思いを表現することに慣

れさせる。 

・ ペアで自分の考えを伝え

合う場面を設定し、主体

的に学習に向かう意識を

もたせる。 

・ 図書館を活用し、すすん

で読書をする習慣を身に

付けさせる。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 漢字について、筆順など

授業で扱い、また、復習

の時間を確保すること

で、習熟を図る。 

・ 言葉の特徴や使い方につ

いて、国語辞典を活用す

るなど、確実に意味を押

さえさせる。 

・ 音読を十分させること

で、文章の正しい理解に

つなげる。 

・ 物語文や説明文につい

て、文章の内容の中心を

捉えさせるようにする。

また、段落ごとの内容の

まとまりや、段落相互の

関係に気付かせ、文章全

体の組み立てを捉えられ

るようにする。 

・ 「初め・中・終わり」の

構成に気を付けて、文章

を書かせるようにする。 

・ ペアやグループで自分の

考えを伝え合う場面を設

定し、主体的に学習に向

かう意識をもたせる。 

・ 図書館を活用し、すすん

で様々な分野の本に触れ

る習慣を身に付けさせ

る。 



・ 学習の振り返りなど、文

章を書くことに取り組ま

せ、自分の考えや思いを

表現することに慣れさせ

る。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 漢字の読み書きについ

て、教科書の内容は確実

に押さえるようにする。 

・ 分からない言葉は国語辞

典やインターネットで調

べる習慣を身に付けさ

せ、言葉の意味について

確実に押さえさせる。 

・ 物語文や説明文では、叙

述を基にしたり、段落同

士の関係に注目したりし

て、内容を正しく読み取

らせるようにする。 

・ 学習の振り返りなど、文

章を書くことに取り組ま

せ、自分の考えや思いを

表現することに慣れさせ

る。また、テーマや目的

に応じた文章を書く場面

を設定し、書くことに慣

れさせるようにする。 

・ ペアやグループ、学級全

体で自分の考えを伝え合

う場面を設定し、主体的

に学習に向かう意識をも

たせる。 

・ 図書館を活用し、すすん

で様々な分野の本に触れ

る習慣を身に付けさせ

る。また、興味をもった

物事についてすすんで調

べる習慣を身に付けさせ

る。 

 

 



令和７年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・社会科見学や水道キャラバン、スーパーマーケット見学・工場見学などの体験学習を行ったこ

とで、児童が興味や関心をもって学習している。 

・４年生の「店ではたらく人」、「先人の働き」は、目標値に達することができた。体験学習を行

ったことで興味関心が高まり、理解につながったと思われる。５年生の「防災―地震」「先人の

働き」は、目標値に達することができた。日々の授業改善や教材研究の成果が表れたのではな

いかと思われる。 

（２） 課題 

 ・６年生の、正答率が目標値に大きく達していない設問は、「世界の中の国土」「日本の食料生産」

「情報産業」である。日本国内の山脈や平野、諸外国の位置等を含めた基本的な知識や用語の

定着率を上げる必要がある。どの学年も、自分たちの生活と距離がある（身近ではない）内容

の定着が低い。 

 ・どの学年も複数の資料を読み取って判断したり、内容を記述したりする問題に課題がある。 

 ・４年生の無解答率が高めなので、授業で考えを書く指導を充実させる必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

全国平均とほぼ同程度

で、おおむね良好である。

基礎、活用等の項目すべ

てにおいて、区の平均と

同程度である。 

  

第５学年 

全国平均とほぼ同程度

で、おおむね良好である。

基礎、活用等の項目すべ

てにおいて、区の平均と

同程度である。 

全国平均とほぼ同程度

で、おおむね良好である。

基礎、活用等の項目すべ

てにおいて、区の平均と

同程度である。 

 

第６学年 

全体的に目標値を下回っ

ている。基礎、活用等の

項目すべてにおいて、区

の平均を下回っている。 

全国平均とほぼ同程度

で、おおむね良好である。

基礎、思考・判断・表現、

主体的に学習に取り組む

態度は、区平均と同程度

であるが、活用は若干下

回る。 

全国平均とほぼ同程度

で、おおむね良好である。

「ごみのしょりと利用」

や「特色ある地域の様子」

の正解率が高い。「都道府

県の様子」に課題がある。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

校内平均正答率は、目標値とほ

ぼ同程度であるが、「市の様子の

移り変わり」の正答率が目標値

に達していない。地図記号を含

めた地図の読み取りに課題があ

る。 

校内平均正答率は目標値とほぼ

同程度である。資料の細かい部

分を読み取り、条件や工夫を見

付けて回答する問題につまずき

がある。 

校内平均正答率は、目標値と同

程度である。記述問題は、平均

程度の正答率である。しかし、

他学年と比較して、無解答率が

高い。 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５年：校内平均正答率は目標

値と同程度である問題が多

い。「自然災害からくらしを

守る働き」はよく理解してい

る。「生活環境を支える活動」

については、わずかであるが

課題が見られた。 

６年：校内平均正答率は目標

値を下回っているが、中でも

「産業と情報との関わり」の

定着が課題である。また、「国

土の自然の様子」「農業や水

産業」も課題である。 

自分の生活と離れているこ

と（身近ではないこと）につ

いての知識定着に課題があ

ると考えられる。 

５年：校内平均正答率は目標

値と同程度であるが、複数の

資料を組み合わせて回答を

導き出すタイプの問題につ

まずく児童が多い。 

６年：校内平均正答率は目標

値を下回っている。 

資料を適切に読み取ったり、

複数の資料を見比べたりし

て記述することに課題があ

る。 

５年：校内平均正答率は目標

値と同程度であり、「都道府

県の様子」「特色ある地域の

様子」は目標値に迫ってい

る。 

６年：校内平均正答率は目標

値を下回っているが、中でも

複数の資料を読み取り記述

する問題に課題がある。 

どちらの学年とも、単に暗記

させるのではなく、資料から

読み取ったことと自分の考

えを比べさせる等の授業を

充実させる必要があると思

われる。 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・中学年から地図帳を活用

し、地図記号や等高線、方

位の指導を徹底し、覚えさ

せるようにする。また地

図、グラフ資料の読み取り

を重点的に指導する。 

・問題の形式として、複数の

選択肢の中から、正しいも

のを選ぶ問題につまずき

があるので、学習した知識

を活用し、問題解決をした

り、自分の考えと比べたり

する学習を取り入れたり

する。 

 

・グラフや表を読み取る学習

は今後も継続して学習活

動に取り入れる。 

・学習終わりや単元終わりに

キーワードを提示したり

例文を一緒に考えたりし

ながら、まとめを自力で書

けるようにする。 

・社会科見学、工場・スーパ

ーマーケット見学等体験

学習を行い、興味や関心を

高める。 

・ICT を活用して映像や写真

資料を効果的に活用し、関

心意欲を高める。 

・より一層実感を伴って理解

させるために、ふだんの生

活と学習のつながりを意

識させる活動を取り入れ

る。 

・無解答率が高いため、ふだ

んの授業でも、少しでも考

えを書かせる指導を繰り

返す。 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本的な用語のうち、生活

の中であまり使わない馴

染みの薄い用語の定着に

課題がある。学習のまとめ

において学習した用語を

使った文章を書く活動を

取り入れ、活用させること

で、定着を目指す。 

・地図資料を積極的に活用し

た学習を行う。 

・グラフや表、写真、年表等

複数の資料を比べ、共通点

や相違点を考えたり、正し

い選択肢を選んだりする

学習を継続して取り入れ

る。 

・学習終わりや単元の終わり

に、学習して分かったこと

を文章で表したり、説明し

たりする活動を取り入れ

・ICT を活用し、映像や写真

資料を効果的に使わせる

ようにする。 

・資料から分かったことや気

付いたことを表現する活

動を繰り返し行う。 

・タブレットを活用して意見

を共有したり、学習感想に

コメントを付け合ったり

する活動を取り入れ、多様



・ICT 機器等を活用し、都道

府県・日本や諸外国の位置

の定着を図ったり、家庭学

習で繰り返し習熟を図っ

たりする。 

る。その際、学習した社会

科の用語を使用させるこ

とで、学習で得た知識を活

用する力を育てる。 

 

な意見に触れることの面

白さを実感させ、主体的に

学習に取り組む態度を育

成する。 

・資料から読み取ったことと

自分の考えを比べさせる

等の授業を充実させる 

 



令和７年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・問題の読み取りを丁寧に行い、具体物操作や簡単な図・線分図・数直線をかくことを習熟

に合わせて取り組む中で、自ら課題解決に取り組もうとする児童が増えてきた。 

・自分なりの考えを発表したり、友達の考えを聞いたりと互いの考えを伝え合う学びを通し、

自分自身に自信を付け、また、いろいろな考え方がある面白さを感じている姿も見られる

ようになってきた。 

 

（２） 課題 

 ・算数に関して苦手意識をもつ児童の中に、整数の基本的な計算が身に付いていない児童が

いる。特に、かけ算九九を習得していないために、新しい学習も自力解決や習得が困難で、

学習意欲の持続が難しいこともあった 

 ・学年が上がるごとに基礎・基本の定着の個人差が見受けられる。既習事項を生かし、新し

い学習にも柔軟に活用する力に課題がある。 

  

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

校内平均正答率は、基礎

では、目標値をやや上回

っている。活用では目標

値に対して大きく上回っ

ている。 

  

第５学年 

校内平均正答率は、基礎

と活用ともに、目標値を

大きく上回っている。ま

た、全体では、前年度の

校内平均正答率より、大

きく上回っている。 

前年度の校内平均正答率

に比べると基礎・活用と

もに下がっているが、目

標値を上回っている。主

体的に学習に取り組む態

度とデータの活用は、全

国平均を下回っている。 

 

第６学年 

校内平均正答率は、基礎

は目標値と同程度だが、

活用は目標値を下回って

いる。 

校内平均正答率は、基

礎・活用とも前年度を３

ポイント上回っている

が、目標値とほぼ同程度

である。 

校内平均正答率は、基

礎・活用ともに目標値を

下回っている。観点別正

答率では、全ての項目で

目標値をやや下回ってい

る。 

 



（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 

校内平均正答率は、目標値を上回っている。

棒グラフを読み取る問題や重さの単位を選

択する問題での誤答が多く見られた。 

校内平均正答率は目標値を上回っている。適

切な重さの物を選択して、理由を説明する問

題で誤答が多く見られた。文章題では、問題

の内容の把握が難しいところがある。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 

校内平均正答率は、５年が目標値を上回って

いるが、６年は同程度である。５年では、概

数、わり算での誤答が多く見られた。６年で

は、小数のかけ算やわり算、図形の作図問題、

割合での誤答が多く見られた。 

校内平均正答率は５年が目標値を上回って

いるが、６年は目標値と同程度である。５年

では、割合や角の大きさの求め方を説明する

問題で誤答が多かった。６年では、体積の求

め方を説明する問題、グラフを読み取って考

察する問題で誤答が多かった。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・繰り上がり、繰り下がりの

ある計算では、答えを出すだ

けでなく、計算の手順（思考

の過程）の理解も深める。『わ

けわけさくらんぼ』など、児

童に親しみやすい言葉を用

いたり、計算の手順を口頭で

言う活動・書く活動を取り入

れたりする。 

・長さや水のかさでは、単位

量（１㎝・１m・１ml・１Lな

ど）を実感させるために、測

定の活動を取り入れる。活動

はできるだけ個人、または少

人数で取り組み、一人ひとり

が実際に測定活動の経験を

積めるように配慮する。ま

た、既習事項を何度も声に出

して話すことで理解の定着

を図る。 

・時刻や時間については、定

着を図るために、日常の中で

機会あるごとに取り上げ、慣

れ親しむようにする。 

・授業開始時の３分間、朝学

習を活用し、継続して計算技

能の向上や知識の定着に取

り組む。 

・文章問題では、『わかって

いること』『聞かれているこ

と』に着目し、題意を捉えら

れるようにする。 

・課題解決の見通しを立てた

り、筋道を立てて考えたりす

るために具体物や半具体物

を実際に操作することを積

極的に取り入れていく。 

・見通しをもとに課題解決を

する場面では、一人ひとりが

じっくり課題に取り組める

よう時間を確保する。 

・自分の考えに自信をもった

り、他の友達の考えを知った

りするために、ペア学習を取

り入れていくことで、説明し

合う機会を確保する。 

・○や□、△などを用いた簡

単な図やアレイ図、テープ図

など段階を踏みながら描く

経験を計画的に取り入れて

いく。 

・新しい学習にも既習事項を

もとに考えられるよう、必要

な教具・掲示物を計画的に用

意し、提示する。 

・その時間のめあての達成の

ためにも、課題を十分吟味

し、（数値・内容など）提示

する。 

・ＩＣＴを活用し、視覚的に

分かりやすい授業を展開す

る。 

・授業ごと、または単元ごと

に「分かった、できた、一緒

に頑張れた」という視点で振

り返りを行わせて、児童が自

分の成長を認知できるよう

にする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 



・計算の手順については、ノ

ートにまとめるだけでなく、

繰り返し口頭で言いながら

実際に計算をすることで、手

順の徹底を図る。 

・整数の計算能力を身に付け

られるように、学年をまたい

で継続して指導する。特に、

わり算の筆算の問題を朝学

習や補習教室、家庭学習等で

取り組むことで定着を図る。 

・重さの学習では、単位量を

身近なもの（例：１ｋｍ→学

校から蒲田駅までの道のり 

１ｇ→１円玉の重さ １ｋ

ｇ→牛乳パックの重さ）と結

び付けてとらえさせること

で、量感を養う。 

・面積の単位の換算は 1㎡の

広さを基に、できるだけ実生

活の場面を用いて単位の関

係を調べたり、まとめたりし

て量感を養う。 

・定規、分度器、コンパスを正

しく使って、正確に作図できる

ように手順及び作図における

ポイントを押さえながら指導

する。また、習熟に向け作図に

かける時間の確保をする。 

・知識・技能の確実な定着を目

指し、学習の習熟に合わせ、意

図的・計画的に短時間でできる

ミニテストを実施する。 

・朝学習、補習教室を活用し、

継続して計算技能の向上や

知識の定着を図る。 

・課題提示の仕方を工夫し、

児童一人一人が問題解決に

取り組めるようにする。 

・文章問題では、『分かって

いること』『聞かれているこ

と』『答えの単位』に着目し、

題意を捉え計算の意味を理

解して取り組めるようにす

る。 

・筋道をたてて考える手立て

として簡単な図や線分図や

数直線（比例数直線）を自分

でかけるようになることを

目指す。実際にかく機会を計

画的に設けるとともに、それ

らを用いて考えることがで

きるようにすることを、段階

を追いながら丁寧に指導す

る。 

・自分の考えがもてるよう、

見通しをもたせたり、自力解

決のための時間を確保した

りする。 

・自分の考えをもとに、互い

の考えを出し合って学び合

う機会を設定する。 

・１８０度より大きい角度の

測り方やかき方を繰り返し

指導し、定着を図る。 

・図や表などの数学的表現を

使いながら、説明し合う機会

を確保する。 

・新しい学習にも既習事項を

もとに考えられるよう、必要

な教具・掲示物を計画的に用

意し、提示する。整数・小数・

分数の計算は系統的に分か

る掲示を工夫する。 

・日常場面に関連付けたり、

具体物を使ったりして数量

や図形についての意味を理

解する活動を行い、学ぶ意欲

を高める。 

・ＩＣＴを活用し、視覚に訴

えるような活動を取り入れ

る。 

・机間指導を充実させ、一人

一人の意欲を引き出してい

く。 

・授業ごと、または単元ごと

に「分かった、できた、一緒

に頑張れた」という視点で振

り返りを行わせて、児童が自

分の成長を認知できるよう

にする。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・高学年では抽象的な概念が

増えるので、立式をしたら、

それが何を表しているのか

を児童に問うなどして、確認

をする。 

・計算の手順については、ノ

ートにまとめるだけでなく、

繰り返し口頭で言いながら

実際に計算をすることで、手

順の徹底を図る。 

・面積や体積などの単位の換

算は 1㎡や１㎥などを基に、

・課題提示の仕方を工夫し、

児童一人一人が問題解決に

取り組めるようにする。 

・立式をすることができて

も、それに合った図を考える

ことが課題である。そのた

め、筋道立てて考えることを

指導する。 

・自分の考えをもとに、互い

の考えを出し合って学び合

う機会を設定する。 

・数学的な論理的説明ができ

・新しい学習にも既習事項を

もとに考えられるよう、必要

な教具・掲示物を計画的に用

意し、提示する。 

・日常場面に関連付けたり、

具体物を使ったりして学ぶ

意欲を高める。 

・ＩＣＴを活用し、視覚に訴

えるような活動を取り入れ

る。 

・机間指導を充実させ、一人

一人の意欲を引き出してい



できるだけ実生活の場面を

用いて単位の関係を調べた

り、まとめたりして量感を養

う。 

・知識・技能の確実な定着を

目指し、学習の習熟に合わ

せ、意図的・計画的に短時間

でできるミニテストを実施

する。 

・朝学習、補習教室、家庭学

習を活用し、継続して計算技

能の向上や知識の定着を図

る。 

・分数の四則計算に課題が見

られる。中でも通分や約分を

素早く行うことができるよ

うに、倍数と約数の復習を行

うことで定着を図る。 

るようにするために、「Aなら

ば Bである」と説明させる活

動を取り入れる。 

・図や表などの数学的表現を

使いながら、説明する機会を

確保する。 

く。 

・授業ごと、または単元ごと

に「分かった、できた、一緒

に頑張れた」という視点で振

り返りを行わせて、児童が自

分の成長を認知できるよう

にする。 

 



令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・理科の授業についての夏季研修を基に、問題の立ち上げ方や、実験の見通しのもたせ方を

意識しながら指導をすることができた。 

  

（２）課題  

・全体的に知識の定着が不十分である。 

・実験結果から分かることを説明・記述したり、共通点や相違点を見付けたりすることに課

題がある。 

・応用問題で苦戦する傾向が強い。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

全体的に目標値を下回っ

ている。その中でも、物

質・エネルギーの領域に

おいて課題意識がある。 

校内平均正答率は、目標

値を下回った。 

 

観点別正答率では、活用

と思考・判断・表現が目

標値を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 

全体的に目標値を上回っ

ている。地球・生命の領

域のおいて良い結果が見

られ、その中でも生命領

域において、良い結果が

見られる。 

校内平均正答率は、目標

値と同程度である。 

観点別正答率でもすべ

ての項目で目標値と同

程度であった。 

 

校内平均正答率は、基

礎・活用ともに目標値を

下回っている。観点別正

答率でもすべての項目

で目標値を下回ってい

る。 

第６学年 

生命・地球の領域に課題

意識があり、その中でも

生命領域に関して苦手意

識がある。 

校内平均正答率は、目標

値を下回っている。 

観点別正答率でもすべ

ての項目で目標値を下

回っている。 

校内平均正答率は、基

礎・活用ともに目標値を

下回っている。観点別正

答率でもすべての項目

で目標値を下回ってい

る。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

校内平均正答率は、目標値を

下回った。風やゴムのはたら

きにに関して、知識の定着に

課題がある。 

校内平均正答率は、区と比べ

ると同程度である。道具の扱

い方や、結果の推測について

課題がある。 

校内平均正答率は、目標値と

同程度であるが、記述式の問

題の正答率が低かった。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

校内平均正答率は、第５学年

で目標値を上回った。 

１年間の動物の様子に関し

校内平均正答率は第５学年

では、目標値と同程度。第６

学年は、目標値を下回った。 

校内平均正答率は、第５学年

では目標値と同程度、第６学

年では、目標値を下回った。



て、知識の定着に課題があ

る。 

第６学年では、目標値を下回

った。どの分野においても知

識の定着に課題がある。 

記述式の問題の正答率が低

かった。 

 

どちらの学年ともに記述式

の問題の正答率が低かった。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実験は少人数で行い、一人

一人が実験道具を使う時間

を確保できるようにしたり、

知識・技能を身に付けたりで

きるようにする。 

・実験は、日常生活と関連付

け、実感を伴わせるようにす

る。 

・定期的に理科用語の復習を

家庭学習や授業で行うなど

して、基本的な知識の定着を

図る。 

・ドリルパークなども活用

し、理科用語を正しく理解で

きるようにする。 

・３年生には、学習の流れや

ノートの書き方を丁寧に指

導する。 

・結果と自分の予想を照らし

合わせ、振り返る時間を設け

る。 

・予想を基にして実験の方法

を考えさせたり、結果の見通

しをもたせたりすることで、

科学的に考える力を付けさ

せる。 

・考察を交流させることで、

記述の仕方を理解させたり、

他の人の考えに触れさせた

りすることで、思考を深めて

いく。 

・植物や昆虫を実際に育て、

日々の変化を授業内外で取

り上げることで、学習意欲を

高める。 

・主体的に探究する態度を育

むために、児童とともに学習

問題を作る時間を充実させ

る。 

・日常生活の様子から疑問や

気付きをもとに調べたいこ

とを見付ける活動を設ける。 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実験は少人数で行い、一人

一人が実験道具を使う時間

を確保できるようにしたり、

知識・技能を身に付けたりで

きるようにする。 

・実験は、日常生活と関連付

け、実感を伴わせるようにす

る。 

・考察に書くべき内容を丁寧

に指導することで、学んだこ

とを自分の言葉で説明する

力を高められるようにする。 

・ドリルパークなども活用

し、理科用語を正しく理解で

きるようにする。 

・ICT などを活用し、直接見

ることができない現象の映

像などを見て、原理を理解し

させる。 

・学習問題に対する予想を考

える際は、既習内容や生活経

験を踏まえて行わせること

で、考える力を伸ばしてい

く。 

・実験の方法を考えるため

に、予想に立ち返ったり、調

べることは何か整理させた

りすることで、科学的に考え

る力を身に付けていく。 

・考察を交流させることで、

友達のよりよい考えを理解

したり、共通点、相違点から

妥当な結論を導き出したり

することで、思考を深めてい

く。 

 

・写真や映像、実物を用意す

ることで、学習内容に興味を

もたせる。 

・主体的に探究する態度を育

むために、児童と共に学習問

題を作る時間を充実させる。 

・既習の内容が日常生活に生

かせることを実感させる。 

 



令和７年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・一人一人が授業に対して自分の思いや願いがもてるような支援をすることができた。 

・植物や生き物を観察する中で、児童が視点をもって観察することができた。 

・園児と実際に関わる活動を通して、相手に思いを寄せ意欲的に活動することができた。また、その中で 

 自分自身の良さに気付いた。 

・植物や生き物の飼育栽培を通して、命の大切さや生き物に対する愛着心を育てることができた。 

 

（２）課題 

 ・様々な活動を通して、その子なりの気付きはあるが、さらにその気付きを深めるためには、教師の声か

けや問いかけが必要である。 

 ・「できたこと」「分かったこと」「もっとやってみたいこと」を出し合うことで、児童の思いや願いを尊

重した活動の展開が十分にできるようにする。 

・学習のまとめや発表では一人一台端末を活用するなど、多様な方法で表現できるように工夫する。 
 

２ 分析（観点別） 

 ① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生き物について調べたり、世話を

する方法を工夫したりしていた。 

・季節により、生き物や自然が変化 

していく様子など、生活の中で身に 

付けている知識が少なく、体験が不 

足している様子が見られた。 

・一人一台端末を都度使用すること

により、写真撮影や共有ツールを

活用し始めている。 

・学校探検の活動を通して、身の回

りには、みんなで使うものがある

ことや、自分たちを支える人々が

いることに気付いた。 

・動植物を育てる活動を通して、そ

れらが生命をもっていることや、

成長していることに気付き、大切

にしていこうという思いをもつ

ことができた。 

・自分たちが育てている動植物が成

長してほしいという願いをもっ

て継続的に世話をした。 

・学校探検では、自分からすすんで 

声を掛けたり、学校を案内したり

しようとする姿が見られた。ま

た、案内される側は、目的をもっ

て探検することができた。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・動植物の変化や様子に目を向け

させるよう、意図的に声を掛け

るようにする。 

・自分自身や友達のよさに気付か

せるために、協働活動を多く取

り入れる。 

・具体的な活動や体験を行うにあ 

たり、学校の敷地内でできる教

材の開発や校外での学習活動を

取り入れる。 

 

・カードや紙芝居、模造紙にまと

める、ＩＣＴの活用など、多様

な方法で表現できるように支援

する。 

・伝える相手のことを思い浮かべ 

ながら、伝え方を工夫すること

ができるようにする。 

・保護者や地域と連携した活動を 

計画したり、地域人材を活用し、

感謝の気持ちをもったりするこ

とで、地域に愛着をもつことが

できるようにする。 

・気付いたことを適切に表現でき

るように、見る視点を全体で共

有する。また、他教科の学習と

関連させるなどして表現力を高

める。 

・児童の「こうしてみたい。」「も 

っと、こうしたい。」といった思

いや願いを生かした授業展開を

行う。 

・２年間を見通して、系統的な指 

導を行うことで、指導の効果を

高める。 

・児童の気付きを見取るために、 

友達同士で見せ合ったり対話し

たりする時間を確保する。 

 



令和７年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・合奏や歌唱など、意欲的に表現する児童が増えた。 

 ・いろいろな楽器に興味をもち、すすんで演奏する児童が増えた。 

 ・ＩＣＴ機器を活用して、個別最適な学びや協働的な学びができるようになった。 

（２） 課題 

 ・意欲をもって取り組めるような教材、指導の工夫を行う。 

・一人一人の技能の差があるので、それに応じた指導が必要である。 

・児童が思いや意図をもって音楽表現ができるような指導の工夫を行う。 

 

２ 分析（観点別） 

 ① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲に合った歌い方や弾き方

を意識している児童が多

い。 

・鍵盤ハーモニカでは指使い

や指くぐりや指またぎ、同

音を連続で弾く際のタン

ギングでつまずくことが

ある。 

・曲に合った歌い方や弾き

方、リズム打ちを意識して

いる児童が多い。 

・曲の気分を感じ取りながら

聴いている。 

・曲に合わせて自由に体を動

かしたり、手拍子をしたり

しながら音楽を聴く活動

に意欲的に取り組めてい

る。 

・音楽活動をする楽しさを感

じながら、身の回りの様々

な音楽に親しもうとする

児童が多い。 

・想像したことや表現に対す

る思いを、自分なりの言葉

で表現しようとする児童

が多い。 

 

 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正しい運指を意識してリコ

ーダーが吹けるようにな

ってきている。 

・聴く力が育ってきている。 

・強弱記号を正しく理解し、

積極的に声を出して歌唱

することができている。 

・曲想を感じ取ったり、感じ

取ったことを自分の力で

音楽表現したりすること

ができるようになってき

ている。 

・音楽の学習に意欲的に取り

組む児童が多い。 

・感じたこと、気付いたこと

を自分の言葉で相手に伝

えようとする児童が多い。 

  

③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・既習事項をもとに、楽器の

特徴を生かして演奏しよ

うとしている。 

・正しい音程やリズムで歌う

ことに苦手意識のある児

童がいる。 

・楽曲の構造や音楽を形づく

っている要素に気を付け

ながら、楽曲を聴いてい

る。 

・主体的に学習に取り組める

ようになった。 

・様々な楽器を選択し、仲間

と協力しながら練習しよ

うとする姿勢が見られる。 

 

 

 

 



 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・模奏を多くして、音色、リ

ズム、強弱などに気を付け

て、演奏できるようにす

る。演奏する力を伸ばすた

め、個人練習や友達と教え

合う時間を設定する。 

・想像したことや感じ取った

ことを言葉で表す活動を

設定していく。交流する場

を設定し、伝え合うように

する。 

・曲の気分や歌詞の気持ちを

感じて、言葉や体で表した

り友だちと伝え合ったり

する活動を、楽しくできる

ようにする。 

・児童の実態や興味関心に応

じた教材選択を行う。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・リコーダーを演奏する時の

姿勢や指使い、息の使い方

を意識させるために、模奏

や聴き合いを多く取り入

れる。 

・児童同士の教え合いの時間

をより確保し、技能習得を

目指す。 

・聴いて想像したことや感じ

取ったことを、言語活動を

通して伝え合えるように

する。 

・音楽のどこから感じたかを

確認し、自分の言葉で表現

させることで、楽曲の構造

や音楽を形づくっている

要素に気付かせる。 

・多様な楽器を使用する教材

をさらに扱っていく。 

・児童の実態や興味関心に応

じた教材選択を行う。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様々な演奏形態の合奏を経

験したり、音楽を聴いたり

することで、表現に対する

視野を広げ、表したい音楽

表現をするために必要な

技能を身に付けさせる。 

・児童同士の教え合いの時間

をより確保し、技能習得を

目指す。 

・いろいろな種類の楽曲や楽

器の音色を聴くことによ

り、聴く楽しさが感じられ

るようにする。 

・常に聴き手の存在を意識さ

せる。 

 

・一人一人の意欲を大切に

し、手だての工夫をする。 

・児童の実態や興味関心に応

じた教材選択を行う。 

・合唱や合奏の機会を多く設

けて、学級・学年全体で一

つのものをつくる楽しさ

を感じさせる。 

 

 



令和７年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・つくったり表したりする造形活動に興味をもち、意欲的に取り組むことができている。 

・道具の使い方、扱い方を習得し、表現に生かすことができる児童が増えた。 

・年間計画に単元（道具の使用や版表現など）の系統性をもたせたことで、既習事項の活用

に結び付け、表現を広げ、深めることにつながった。 

・図工が「楽しい」「自分で考えて表すことができている」と感じている児童が増えた。 

・ICTを鑑賞や作品づくりに役立てる機会を増やした。 

（２） 課題 

・思い付いたことを作品に表現するために、自分で考えて工夫すること、失敗した経験から

より良い作品をつくる意欲につなげることが難しい。引き続き、既習事項を生かす題材設

定や、確実な技術指導を通して見通しをもたせ、計画的に作品づくりに取り組ませる必要

がある。 

 ・ICTを活用し鑑賞や作品づくりに効果的に役立てる。 

 

２ 分析（観点別） 

①  低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・素材に触れて感覚を働かせ

ることや、新しい道具の使い

方を覚えて作品の幅を広げ、

造形的な視点を育むことが

できる児童が多い。 

・材料の使い方を考えたり、活

動中に思い付いたことから発

想を広げたりしている。 

・教師の助言を受け、自分の

作品の良さに気付くととも

に、友達の作品の良さにも気

付くことができる児童が多

い。 

・自分のやりたいこと、表し

たいものを考え、意欲的に活

動に取り組むことができて

いる。 

・自分の作品に愛着をもって

活動する姿が見られる。 

 

②  中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・思い付いたことを作品に表

そうとすることができる児

童が多い。 

・既習事項を活用し、表現の

幅を広げたり発想を深めた

りしながら作品に取り組む

ことができる児童が過半数

だが、サポートを必要とする

児童もある程度見られる。 

・材料や題材から教師の助言

を受け、豊かに発想する姿が

見られる。 

・材料の使い方や表現方法を

工夫し、意欲的に活動に取り

組む児童が多い。 

・友達の作品の良さを見付け

ることができる児童が多い

が、友達の表現を尊重するこ

とができない児童もいる。 

 

・材料や道具に積極的に関わ

り、意欲的に活動することが

できる児童が多い。 

・楽しみながら豊かに発想

し、作品に表そうとしてい

る。 

  

③  高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・材料や題材から発想し、表

現に向けて既習事項を生か

そうとする姿が見られる。 

 

・既習事項や参考作品から、

自分の表したいものを見付

けようとする姿が見られ

る。 

・材料や道具に関心をもって積

極的に活動に取り組み、表現し

ようとしている。 

 



・道具や材料の使い方を工夫

して作品に表すことができ

る児童が多い。 

・自分が感じ、思い付いた

ことを表現するための手段

や技法を考え、工夫して表

そうとする様子が増えてき

た。 

・友達の作品の良さを積極

的に探し、感想を自分の言

葉で伝えることができる児

童が多い。 

・つくりたいと思ったものに対

して、集中して積極的に取り組

むことができる児童が多い。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・道具の正しい使い方や扱い

方をきちんと教え、発想や表

現の幅が広がるようにする。 

・材料や道具の使い方や扱い

方、特性をしっかりと教え、

基礎基本を定着させる。 

・導入で、活動内容を板書や

実物を活用しながら丁寧に

伝え、児童が確実に理解して

イメージ化させてから、活動

に取り組ませるようにする。

自分で考え、工夫して表すよ

う声掛けをする。 

・自分の作品も友達の作品も

大切にすることを図工のル

ールとして毎回提示する。 

・板書を簡潔にまとめ、活動

内容や作業手順が理解でき

るようにする。 

・教師が活動中に肯定的な声

掛けを行うことや、鑑賞の時

間に児童同士が互いの作品

を認め合う発言をするよう

促すことで、作品づくりを通

した成功経験や達成感を味

わい、表現する楽しさを実感

できるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・安全指導を徹底しつつ、よ

り適切な道具の使い方、材料

の扱い方を定着させる。表現

に合わせて工夫できるよう

にする。 

・自分が表したいものに合わ

せて材料や道具を自分で選

択できるような題材設定や

声掛けを行う。 

・既習事項を丁寧に振り返

り、作品を通して、表したい

ものを伝える工夫ができる

ようにする。 

・活動内容の板書を工夫した

り、実物を活用したりして、

児童が確実に理解してから、

活動に取り組ませるように

する。その上で、自分のつく

りたいものを考え、工夫でき

るようにする。 

・鑑賞の時間に、友達の作品

の良いところを見付け、児童

同士で温かい言葉で表現で

きるように、表現の仕方を共

有する機会をつくる。 

・自分の発想や表現方法の幅

を広げるよう鑑賞のポイン

トを具体的に伝え、作品の見

方を指導する。 

 

・つくりたいものが技術的に

難しいと感じた時、粘り強く

取り組むことができる児童

が少ない。作品完成に向け

て、つくりたいものを考え、

見通しをもって計画的に粘

り強く作業ができるように

する。 

 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・道具の正しい使い方を定着

させる、繰り返し経験させ、

作品づくりに活用できるよ

うな年間計画を組む。 

・児童が自分の表したいこと

に合わせて習得した技能を

生かし、働かせることができ

るよう技術指導を徹底して

行う。表現に幅をもたせ、作

品に生かすことができるよ

うにする。 

・造形遊びの活動を通して思

い付いたことを表現する楽

しさを知る。 

・既習の学習経験を生かして

課題に取り組み、自分の活動

や表現に価値付けをしなが

ら活動に取り組むようにす

る。 

・鑑賞を通して、自分や友達

の作品のよさを見付け、言葉

で表現させて互いに伝え合

う機会をつくる。 

・使いたい材料や道具を自分

で選び、表現に生かす。 

・参考作品の例示や ICTを活

用し、表現の引き出しを増や

す。表現に向かって発想を深

めることに役立てる。 

 



令和７年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・各単元の導入時には、家庭での日常生活を振り返ったり、家族が毎日取り組んでいる家庭の仕事を調べたり

することで、自らの生活場面についての疑問・課題をもたせた。これにより、家庭生活づくりへ参画してい

こうとする意識を高めることができ、理解の深まりにもつなげられた。 

 ・計画的に調理実習を行った。そして、家庭での宿題の「実生活で生かす」経験へとつなげられた。 

 ・計画的に裁縫実習を行った。5 学年では「ソーイングはじめの一歩」で、糸を適切な長さで切り、針に糸を

通す裁縫の基本操作をスムーズに行えるようになった。また、玉結び、玉どめ、なみぬい、返し縫い、かが

り縫いの針と糸での運針についても全員が出来栄えにも気を配って身に付けることができた。6 学年では、

「クリーン作戦で快適に」でアクリルたわしを製作し、工夫しながら丁寧に仕上げることができた。 

 

（２）課題 

 ・「生活をよりよく工夫する」という意識はまだ十分ではない。実生活の中での継続的な実践を通して、創意工

夫しようとする力を身に付けてよりよい生活を営もうとすることが課題である。そのためにも、日々の生活

を見つめ、見直すことができるようにすることを出発点とし、「実生活で生かす」ことを目指していく必要が

ある。また、家の仕事の量や家の負担を実感するために保護者に家での様子を聞く機会をもつような保護者

への働きかけを行い、児童の意欲の継続を図る。 

２ 分析（観点別） 

 ① 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇知識や事実を正しく獲得する面白

さを感じ、理解もしっかりできるよう

になった。各種の資料や情報を自ら得

たり、読み取ったりする活動を多く取

り入れる必要がある。 

〇家庭生活での実践経験の差が大き

い。授業が初めての経験となる児童も

多いので基本を丁寧に指導する必要

がある。 

〇家庭科学習を通して、自分自身が家

庭生活を創造していく一員であるこ

とを自覚し始めたと言える。友達の活

動の進め方や作品から学び合い、工夫

へとつなげている児童の姿も見られ

る。 

〇全体的に関心をもって取り組み、実

習への意欲は高い。しかし、実生活へ

の計画的な取り組みに対しては活動

の継続が不十分である。自分の生活の

中で実践・継続する態度の形成が課題

である。 

○技能面での差が大きく、細かい作業

を継続的、主体的に取り組めない児童

の姿が見られた。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇縫い物では、ICTを活用し、玉止め、

玉結び、縫い方など手順がよく分かる

よう、実際にやっているところを電子

黒板に大きく映す。 

〇家庭との連携を深め、継続的な活動

の場作りをする。 

○学校地域協働本部や保護者のボラ

ンティアに協力を要請して、定着を図

りたい技能習得や、安全の確保に努

め、基礎技能を高める。 

〇食事の役割や栄養を考えた食事の

取り方、調理などの学習を重視する。

〇言葉や図表を用いて、生活をよりよ

くする方法を考えたり、実習で体験し

たことをまとめたり、発表したりする

表現活動をより充実させる。 

◯調理や裁縫の実習を伴う単元では、

生活場面を想起させて課題を見付け

て話合いの機会をもたせたり、生活に

必要な物を工夫する視点で自分のア

イデアを作品に取り入れたりするな

どの問題解決型の学習を行っていく。 

◯「実生活で生かす」ことを目指し、

学んだこと実践する課題を長期休

〇手、身体、知恵を使って、「つくる

楽しさ」・「できる喜び」を知り、「家

族に喜んでもらえる」うれしさを十分

に感じ取れるようにする。紹介や発表

の活動を通して自分ができたことを

自認するとともに、友達との学び合い

を生かし、一人でできることを広げさ

せる。 

◯調理実習や製作活動の体験的な学

習を通して、手作りの良さや楽しさを

実感させ、児童が物を大切にしたり、

食事など家庭生活の中で感謝の気持



食育の観点からも五大栄養素の基礎

的事項についておさえる。実習したこ

とは、家庭でも実践し、家庭生活を大

切にする心情を育む。 

業中に出す。 ちをもったりできるような授業を展

開する。 

○製作活動では、作業の順序、作業時

間、工夫するところなど児童一人一人

に応じためあてをもたせる。 

 

 



令和７年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・友達のよさを見付けて発表したり、教え合ったり（手伝ったり）する活動を取り入れることが

できるようになったことで、運動ポイントの理解がすすんだり、運動への意欲の高まりが見ら

れるようになった。 

 ・改善プランで示したことで、授業での運動時間・運動量の確保ができるようになってきた。 

・１時間２単元の学習計画を取り入れたことで、スモールステップの実践を行うことができ、技

能の向上につながった。 

  

（２） 課題 

 ・ICTを活用した授業が十分とはいえないので、校内研修を行ったり活用例を示したりする必要

がある。 

 ・成果として表れている点もあるが、スモールステップの実践を行う際、運動の系統性をもたせ

て６年間を見通した指導を継続する必要がある。 

 ・暑さで体育授業の回数が制限されるため、１学期後半から２学期前半までの、年間指導計画を

再考する必要がある。 

 

２ 分析（観点別） 

 ① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○健康や安全に気を付けて過ご

すためには、どのようにしたらよ

いかなど、全体で知識を共有する

様子が見られた。 

 

○友達の良さを見付けて発表す

ることで、運動のポイントについ

て思考、表現する姿が見られた。 

○教師の提示した運動のポイン

トを基に、友達のよい動きを見付

けて褒め合ったり、友達同士で教

え合ったりすることで、技能を向

上しようとする様子が見られる。 

○スモールステップで学習計画

を立てることで、運動が苦手な児

童もすすんで学習に参加する姿

が見られた。 

 

 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○友達同士で教え合い、技能を向

上しようとする様子が見られる。 

○補助をし合いながら運動に取

り組むことで、新たな技能を獲得

することができた。 

○すすんで運動に取り組む児童

が多く、考えながら運動に取り組

もうとする児童も多い。 

○友達のよい動きを見ることで、

思考しながら運動に取り組む姿

が見られた。 

 

○児童の関心・意欲・態度は高い。

苦手意識をもっている児童もす

すんで参加する姿が見られる。 

 

  

③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇日常の運動経験・運動量の差が

表れている。体力テストの結果が

上位の児童は、日常の運動時間が

多く、多くの単元で活躍すること

が多い。 

〇技能向上や自分のめあてを立

てることについては、関心が高

い。ニュースポーツなどは、少し

ずつ理解していくとともに、互い

に教え合い、学び合おうとする態

度が見られるようになってきた。 

〇全体的に運動への関心・意欲は

高い。苦手意識をもっている児童

も、活動の仕方を工夫することで

すすんで参加する姿が見られて

いる。 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○具体的な場面を挙げて児童の

生活体験と照らし合わせた授業

を行い、理解させていく。 

○褒め合い、教え合いの場を設

け、一人一人がよい動きのポイン

トを知り、技能を向上させてい

く。 

〇領域ごとに学年の到達目標を

明らかにして、６年間を見通した

指導ができるようにする。 

○指導内容を明確にし、運動の特

性に応じた指導を行うために易

しい運動遊びをしっかりと行う。 

○友達の運動を観察させる際に

は、事前に運動のポイントを示し

ておき、知識を基に思考・判断・

表現ができるようにする。 

○運動の場や用具を変えながら

自分なりの工夫を見付け、課題に

取り組むことを大切にしていく。 

○易しい運動遊びや易しいゲー

ムを通して運動の楽しさを十分

に味わわせる。 

◯必要に応じてゲームに得点化

を取り入れる。 

○運動の課題解決を目指すため、

意欲が持続するような運動を行

える工夫をする。 

〇振り返りカード・ノートに学び

を記録し、自身の成長を感じるこ

とができるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○児童の生活体験と照らし合わ

せた授業を行い、理解させてい

く。 

〇具体物を用意し、視覚的・体験

的に学習が理解できるようにす

る。 

〇一人一人が自分の目標や課題

を明確にし、技能を高められるよ

うにワークシート等を活用する。 

〇教え合いの場を設け、一人一人

の技術を向上させていく。 

〇領域ごとに学年の到達目標を

明らかにして、６年間を見通した

指導ができるようにする。 

〇健康な生活について、より身近

な具体例を用いる。 

○自分の課題を見付けて、できる

ようになるまで努力を続けよう

とする態度を育てる。 

〇ペアやグループでの学習の場

を多くして、互いに運動を見合う

時間を設定する。 

〇児童が見付けた運動のコツや

工夫したことを伝え合う場や時

間を意図的・計画的に設定する。 

〇児童が自分自身の学習を記録

し振り返ることができるように、

振り返りカード・ノートを活用す

る。 

〇指導者がよい動きを紹介した

り動画を撮影したりして、児童が

自分の動きを客観的に見られる

ようにする。 

○苦手な児童が楽しんで参加で

きるようにする。 

〇ルールや場の設定を工夫して

いく。また、児童が自分で選べる

ようにする。 

〇ゲームでは、得点を取りやすい

ルールや場を設定し、成功体験を

増やして意欲を高めていく。 

〇ゲームでは、児童と一緒にルー

ルを作りながら取り組み、意欲を

高めるようにする。 

〇振り返りカード・ノートに学び

を記録し、自身の成長を感じるこ

とができるようにする。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇児童の実態に合った授業作り

を行い、実生活で生かすことがで

きるようにする。 

〇けがの防止について理解させ

るだけでなく、簡単な手当等の体

験学習を行う。 

〇心の発達及び不安や悩みへの

対処法について理解を深め、解決

したり誰かに相談したりできる

ようにする。 

〇運動経験の差が大きく影響し

ている実態に対応して、次のこと

に取り組む。運動が得意な児童か

ら、苦手な児童へ教え合いの学習

〇互いに教え合い、学び合おうと

する態度を育てる。 

〇集団で課題に取り組める機会

を多くする。 

〇児童が工夫した動きをお互い

が評価し合える工夫をする。その

際の声掛けの仕方の例を指導者

から提示したり、児童と考えたり

する。 

〇授業の中で、指導者がよい動き

の共有化や評価を伝える場面を

増やし、児童同士でもお互いに教

え合い、アドバイスしやすい環境

をつくる。 

〇楽しさを見出せず、苦手意識が

拭えない児童へ、次のことに取り

組む。できばえではなく、楽しく

行えるような易しい運動の場を

設定する。 

〇あまり技能が高くなくてもゲ

ームが楽しめるように、易しいル

ールやゲームの設定をする。 

〇学年や学級の実態に応じて、下

の学年の学習教材に取り組ませ

る。 

〇運動の楽しさや喜びを味わえ

るように、自分で考え活動を工夫

できるようにする。 



の場を設定する。学習カードや体

育ノートなどを利用し、一人ひと

り目標を定めて取り組むように

させる。 

〇指導者が小さな課題を段階的

に組むことにより、児童の技能を

高める工夫をする。そのための資

料を作成する。 

〇領域ごとに学年の到達目標を

明らかにして、６年間を見通した

指導ができるようにする。 

〇ＩＣＴを活用して個人の動き

を客観的に見ることできる環境

をつくる。 

〇児童が自分自身の学習を記録

し振り返ることができるように、

振り返りカード・ノートを活用す

る。 

 

・児童が立てた作戦が成功して得

点しやすくなるよう、簡易化した

ゲームやルールの設定をする。 

・振り返りカード・ノートに学び

を記録し、自身の成長を感じるこ

とができるようにする。 

〇ゲーム・ボール運動では、運動

が得意な児童も苦手な児童もみ

んなが楽しめるルールづくりな

どを工夫して、みんなが運動に親

しみ、誰もが活躍できる場面を作

れるようにする。 

 

 



令和７年度 外国語 授業改善推進プラン 

大田区立おなづか小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・友達との英語を使ったコミュニケーションを通して、会話文を使いながら表現できるように 

なってきた。 

・自分が生活で使ってみたい表現について考えさせることで、英語の有用性を実感している児 

童が増えてきた。 

 

（２） 課題 

・アルファベットの活字体の大文字、小文字が定着していない児童が課題である。 

・発音をカタカナで記録し、間違った発音を覚えてしまう児童がいる。 

・ 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第

６

学

年 

全体的に目標値を上回って

いる、または同程度である。

「読むこと」と「回答形式 

記述」で平均を下回ってい

るものが二つあり、課題が

ある。 

前年度の校内平均正答率に

比べると、基礎は４ポイン

ト下回り、活用は１５ポイ

ントと大きく下回ってい

る。基礎は目標値を上回っ

ているが、活用は目標値も

５ポイント下回っている。 

全体的に目標値を上回って

いる、または同程度である。

「アルファベットの書き

（聞く）」と「英文の完成」

の設問で下回っているもの

が二つあり、課題がある。 

 

（２） 分析（観点別） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

校内平均正答率は目標値を

上回っている、または同程度

である。しかし、アルファベ

ットを聞いて書く記述式の

問題については、目標値を下

回っている。聞き取れても正

しく書けなかったり、四線上

の書く位置を間違えたりす

る児童が多い。 

校内平均正答率は目標値を

上回っている、または、同程

度である。しかし、英単語の

知識が定着していなかった

り、問題文の状況を読み取れ

なかったりすることから、英

語で文章を正しく書くこと

ができない児童が多い。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・アルファベットの活字体の大文字、

小文字を正しく書くことが定着し

ていないことが課題である。第３

学年のローマ字指導、第５学年の

アルファベット指導を繰り返し行

ったり、英単語を書きとったりす

るような活動を繰り返し取り入れ

ることで、定着を目指すことが必

要である。 

・聞いた英文について、その内容を

・学習した英単語を

使って、自分のこ

とや友達のことに

ついて発表させた

り、図やイラスト

をもとに、その状

況を英語で説明し

合ったりするよう

な学習を取り入れ

る。 

・学習したことについて振り

返りを行う際に、自分の生

活で使える表現、使いたい

表現について考えさせる

など、視点を与えること

で、英語の有用性を感じら

れるようにし、主体的に学

習に取り組む態度を育成

する。 

・休み時間には ALTと英語で



日本語で伝える学習を取り入れ、

学習した英単語を聞き取れるよう

にする。 

・第３学年の外国語活動から英語に

親しむ機会を取り入れることで、

英語を聞き取る力を身に付けさせ

る。 

・発音をカタカナではなく、発音記

号を用いて正しく身に付けさせた

い。 

・学習した英文を用

いて、友達と会話

する場を設定する

ことにより、会話

文を理解しなが

ら、表現できる力

を育成する。 

・翻訳アプリを使用

せずに、英語の教

科書や補助資料を

活用して英作文を

する活動を取り入

れる。 

コミュニケーションを図

る英語カフェを行い、全学

年が外国語に主体的に取

り組むことができるよう

にする。 

・友達や ALTと積極的にコミ

ュニケーションを取らせ

たり、分からないときも諦

めずに知っている単語で

会話させたりするような

指導を第３学年から継続

して行う。 

 


